
厚生労働大臣 殿

1.研究事業名

2.研究課題名

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

3 研究者名

エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

(氏名・フりガナ)

4.倫理審査の状況

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口■ 口口

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること

その他(特記事項)

令和 3年

医学部・教授

4 月

帖佐,1 男・チョウサエツオ

26 日

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定有■無口(無の場合はその理由

有■無口(無の場合は委託先機関当研究機関におけるC01委員会設置の有無

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有■無口(無の場合はその理由

当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有口無匿(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること

該当性の有無

有無

し、

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

池ノ上

(※1)

未審査(※2)

氏名

職名学長
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令和３年５月１８日 

厚生労働大臣 殿                                                                              
                                  
                          機関名 国立障害者リハビリテーションセンター 

 
                  所属研究機関長 職 名 総長 
                                                                                      
                           氏 名   森 浩一          
 

   次の職員の令和２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                  

２．研究課題名 エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の 

確立と普及啓発体制の構築に資する研究（１９ＦＡ１０１７）              

３．研究者名  （所属部局・職名）      顧問                            

    （氏名・フリガナ）  中村 耕三  （ナカムラ コウゾウ）                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □ 
 

□ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □ 
 

□ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針（※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □ 

 
□ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □ 

 
□ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 □ 無 ■（無の場合はその理由：審査中              ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



厚生労働大臣殿

機関名藤野整形外科医院

所属研究機関長職名院長

氏名藤野圭司

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3 研究者名

4.倫理審査の状況

確立と普及啓発体制の構築に資する研究(19FAI017)

(所属部局・職名)

(氏名・フりガナ)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等

の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口■ 口

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

コロナ感染症収束の月途がたたず、自治体との調整が難航しているため

令和3年

藤野整形外科医院院長

5月

藤野圭司

1 2日

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の疫学研究に関する倫理指針や臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項月に記入すること

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定有■無口(無の場合はその理由

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 宮崎大学無■(無の場合は委託先機関有■

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 無口(無の場合はその理由有■

当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有■ 無■(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分扣研究者の所属する機関の長も作成すること。

.

該当性の有無

有無

フジノ ケイジ

審査済み

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

口

にチェッ

日本臨床整形外科学会(予定)

(※D

末審査(※

2)

ロ
ロ
■
口

ロ
ロ
ロ

属
■
口
■

口
■
口





厚生労働大臣殿

機関名医療法人社団愛友会伊奈病院

院長所属研究機関長職名

松村重之 印氏名

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3.研究者名

4.倫理審査の状況

確立と普及啓発体制の構築に資する研究(19FA I017)

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口■ ■

(指針の名称:

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること。

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

令和 3年 4月

整形外科副院長

石橋英明

7日

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針や臨床研究に関する倫理指針に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

受講■未受講研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

無口(無の場合はその理由当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定 有■

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 無■(無の場合は委託先機関有口 宮崎大学

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有■無口(無の場合はその理由

無■(有の場合はその内容当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有口

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当性の有無

. イシバシ

審査済み

ヒデアキ

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

埼玉医科大学保健医療学部

■

(※D

末審査(※2)

口

審査済みにチェッ

ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
■
口

無
■
■
口
■

有
口
口
■
口



厚生労働大臣 殿
令如 3 年ク月 .:>.7 日

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

蜃烈蕉彗亀田総合病院—-、
院長

I -·" ;....::: 翌l
翠贔;r�d-

I亀田俊fJ, <c へ
こ·

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 徊環器疾忠・糖尿病等生活習慎病対策総合研究事業

2. 研究課題名 エビデンスに基づいたロコモティブシンドロ ー ムの対策における簡便な確認・介入方法の

確立と普及啓発体制の構築に資する研究(19FA1017)

3. 研究者名 （所属部局 ・ 胤認） l I'\b"")テーシン争業浮滋令',t予i

（氏名・フリガナ） r寸手倍令 A.7 ナか:' S,--;..コ
‘‘

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記人(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ■ 口 口

遺伝子治療等臨床研究に閲する指針 口 ■ 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ■ 口 ■ 稟匹紐病院 ロ

／厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ■ 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、 該当する倫理指針があれば記人すること
口 　　■

（指針の名称： ） 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫雌指針にf具lする倫雌委員会の審杏が済んでいる場合は、 「審杏済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審杏が完（していない場合は 、 「未審杏」にチェックすること 3

その他（特記事項）

(※2)未審在に場合は 、 その耶由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する楊合は、 当該項Hに記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受溝状況 I 受溝蠣
’

未受溝口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有● 無 □ （無の場合はその理山：

当研究機関におけるCOT委員会設置の有無 介● 無 □ （無の島合は委託先機関：

当研究に係るCO! についての報告・審査の有無 有● 無 □ （無の場合はそ0)珂由：

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 □ 無● （有の場合はその内容：

（留意ギ項） ． 該％する口にチェックを人れること。

• 分担研究者の所）属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 





厚生労働大臣殿

機関名東京大,勇

11 器 所属研究機関長

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及'
ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名

の確立と普及啓発体制の構築に資する研究

3 研究者名

エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法

口

にチエッ

4 倫理審査の状況

(所属部局・職名)医学部附属病院・特任教授

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

東京大学人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口冨 ■

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、
クし部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査にチェックする}と

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)吉村典子・ヨシムラ

令和3年3月1日

a9FAI017)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の疫学研究に関する倫理指針や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項同に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正1丁為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■末受講

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定有圃無口(無の場合はその理由

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 有■無口(無の場合は委託先機関:

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有皿無口(無の場合はその理由:

無司(有の場合はその内容有■当研究に係るC01についての指導・管理の有無

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分扣研究者の所属する機関の長も作成すること。

(※ D

末審査(※2)

該当性の有無

ノリコ

につい

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

東京大学

審査済み

ロ
ロ
ロ
ロ

■
口
■
口

煕

口
■
口
■

,
'有

■
口
廟
口



厚生労働大臣

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

殿

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3 研究者名

所属研究機関長

4

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

倫理審査の状況

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口口■ 口

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

令和 3年

機関名国立大学法人宮崎大学

医学部・講師

4 月

舩元太郎・フナモト

緬町郭部
免,ΥIX所Jπミ;が会.

26 日

InlV11 ＼、J北,ニ..1
,戸禽4)、管尋生コい

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入するとと

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■末受講口

6.利益相反の管理

有■ 無口(無の場合はその理由:当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定

有■ 無口(無の場合は委託先機関:当研究機関におけるC01委員会設置の有無

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 無口(無の場合はその理由:有■

有口当研究に係るC01についての指導・管理の有無 無■(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること

該当性の有無

有無

タロウ

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

職名学長

(※1)

未審査(※2)

池ノ上氏名

■
■
口
■

ロ
ロ
■
口

ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
■
口



厚生労働大臣

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、 倫理

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患、・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

殿

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3 研究者名

所属研究機関長

4.倫理審査の状況

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口口■ 口

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

令和 3年

医学部附属病院・助教

4 月

田島卓也・タジマタクヤ

26 日

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講田未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定 有■ 無口(無の場合はその理由

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 有■ 無口(無の場合は委託先機関

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有■ 無口(無の場合はその理由

有口 無■(有の場合はその内容当研究に係るC01についての指導・管理の有無

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当性の有無

有無 審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

池ノ上

(※D

未審査(※2)

機関名

氏名

職名学長
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厚生労働大臣

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究{おける、倫理

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患、・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

殿

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3 研究者名

所属研究機関長

4

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

倫理審査の状況

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口口口厘

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

令和 3年

医学部附属病院・助教

4 月

中村嘉宏・ナカムラ

26 日

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定 有■ 無口(無の場合はその理由:

有閉当研究機関におけるC01委員会設置の有無 無口(無の場合は委託先機関

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 無口(無の場合はその理由有圃

無有口当研究に係るC01についての指導・管理の有無 ■(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当性の有無

有無

ヨシヒロ

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

氏名

(※D

未審査 (※2)

、立大学法人、宮崎大学

職名学長

池ノ上

機関名
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厚生労働大臣

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究{おける、

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患、・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

殿

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3 研究者名

所属研究機関長

4

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

倫理審査の状況

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口口口■

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

令和 3年

宮崎大学・宮崎市立田野病院・講師

4 月

荒川英樹・アラカワ

26

職名学長

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講口

6.利益相反の管理

無口(無の場合はその理由有皿当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定

有画当研究機関におけるC01委員会設置の有無 無口(無の場合は委託先機関:

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 無口(無の場合はその理由:有■

有口当研究に係るC01についての指導・管理の有無 無■(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成するとと。

該当性の有無

有無

ヒー、キヒデキ

し、

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

池ノ上

(※1)

末審査 (※2)

機関名

氏名
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厚生労働大臣

次の職員の令和2年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相1兎等の管理・廷い

殿

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活",病対策総合研究事業

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3.研究者名

所属研究機関長

4

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

倫理審査の状況

(所属部局・職名)

(氏名・フりガナ)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

宮崎大学医学部人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3)

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
口口口■

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること

その他(特記事項)

機関名

職名

氏名

令和 3年

国立大学法人宮崎大学

学長

池ノ上克印

医学部附属病完・医員

山口洋一朗・ヤマグチ

4 月 26

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講口

6.利益相反の管理

無口(無の場合はその理由有■当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定

有■当研究機関におけるC01委員会設置の有無 無口(無の場合は委託先機関

無口(無の場合はその理由:有■当研究に係るC01についての報告・審査の有無

有口 無■(有の場合はその内容当研究に係るC01についての指導・管理の有無

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当性の有無

有無

ヨウイチロウ

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

(※D

未審査(※2)

ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
■
口

■
■
口
■

ロ
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■
口



厚生労働大臣

次の職員の令和■年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等9管理t

殿

ては以下のとおりです。

1.研究事業名循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の

3.研究者名

所属研究機関長

4.倫理審査の状況

確立と普及啓発体制の構築に資する研究

(所属部局・職名)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

遺伝子治療等臨床研究に関する指針

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 宮崎大学医学部

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれぱ記入すること
口口口■

(指針の名称

(※D 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること

その他(特記事項)

(氏名・フりガナ)

機関名

職名

氏名

令和 3年

国立大学法人_宮'崎大黛,

学長

池ノ上克印、

医学部・教授

4 月

鶴田来美・ツルタ

26 日

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講■未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるC01の管理に関する規定の策定有巨無口(無の場合はその理由

当研究機関におけるC01委員会設置の有無 有更無口(無の場合は委託先機関

当研究に係るC01についての報告・審査の有無 有圃無口(無の場合はその理由

当研究に係るC01についての指導・管理の有無 有口無■(有の場合はその内容

(留意事項)・該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当性の有無

有無

クノレミ

し、

審査済み

左記で該当がある場合のみ記入

審査した機関

(※D

末審査(※2)
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